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令和４年 第２回 当別町教育委員会定例会議事録 

 

日  時  令和４年２月１６日（水） 午後２時００分 

場  所  役場３階中会議室 

出 席 者  本庄教育長、武岡教育長職務代理者、寺田委員、小林委員、佐々木委員 

出席職員  大畑教育部長、高田学校教育課長、大山学校教育課参事、石川社会教育課長、

山下子ども未来課長、玉木学校教育課主幹 

傍 聴 者  なし 

【開会の宣言】 

教育長 

 

ただ今、委員全員出席しておりますので、これより令和４年第２回当別

町教育委員会定例会を開催致します。 

【議事日程】 

教育長 

 

日程につきましては、各委員に配付しています日程表により議事に入り

ます。 

【日程第１】 

教育長 

 

日程第１、報告第１号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました、報告第１号 臨時代理の報告につきまして、

提案の説明を申し上げます。 

 議案書につきましては、１頁から２頁までをご高覧ください。 

 本件は、令和４年１月３１日付け教育委員会事務局職員の人事異動につ

いて、臨時に代理したので、委員会に報告するものであります。 

 詳細につきましては、議案書の２頁に記載の「教育委員会事務局職員の

人事異動調書」のとおりでありますが、学校教育課主事 渡辺 啓太 に、

当別町への出向を発令しております。 

 よろしく、ご審議をいただきまして、ご承認をお願いいたします。 

教育長 

 

武岡委員 

 

教育部長 

 

 

教育長 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 渡辺主事の補充はありますか。 

 

 １名減という状況ですが、２・３月の補充はありません。４月からは補

充される予定です。 

 

 役場を退職されたということですね。 
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教育部長 

 

教育長 

 そのとおりです。 

 

 他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第１号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第１号は原案の

とおり承認致しました。 

【日程第２】 

教育長 

 

日程第２、報告第２号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課参事 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、報告第２号 臨時代理の報告につきまして、

提案の説明を申し上げます。議案書につきましては、３頁から５頁までと

なっております。 

本件は、令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結

果報告書」に掲載する当別町の結果につきまして、臨時に代理したので、

委員会に報告するものであります。 

 よろしく、ご審議をいただきまして、ご承認をお願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、学校教育課参事から説明します。 

 

ご説明申し上げます。 

令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」

に掲載する「当別町の状況及び体力向上策」についてです。 

石狩教育局並びに北海道教育委員会への報告期間が短かったため、臨時

代理とさせていただきました。 

内容につきまして、ご説明申し上げます。 

まずは、各種目の状況です。 

速報値を１月定例会において報告させていただきましたように、当別町

全体では、全国の平均値を上回る、または全国の平均値に迫る結果となり

ました。 

各種目の結果は、レーダーチャートで表されており、全国の平均を５０

点とする体力合計点については、数値で記載されています。 

小学校５年男子では、８種目中３種目で全国平均を上回り、体力合計点

では、４９．３点。小学校５年女子では、８種目中５種目で全国平均を上

回り、体力合計点では、５１．１点となっています。 
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小学校の傾向としましては、敏捷性をみる反復横跳びで好結果を残し、

筋力をみる上体起こしや跳躍力をみる立ち幅跳びで、今後の伸びしろがあ

ると捉えております。 

続いて、中学校２年男子では、８種目中３種目で全国平均を上回り、体

力合計点では、５０．１点。中学校２年女子では、８種目中６種目で全国

平均を上回り、体力合計点では、５２．６点。 

中学校の傾向としましては、敏捷性をみる反復横跳びや跳躍力をみる立

ち幅跳びで好結果を残し、持久力をみるシャトルランでは、今後の伸びし

ろがあると捉えています。 

中段、児童生徒質問紙に関する内容につきましては、特徴的な設問につ

いて取り上げています。「体育の授業は楽しい」と感じている児童生徒の

割合、「授業の中で、自分の動きの質について向上した」と感じている児

童生徒の割合を掲載しました。 

下段、学校質問紙に関する内容につきましても、特徴的な設問について

取り上げています。「教員間での指導方法の工夫・改善について検討する

機会の設定」について、また「学校としての目標設定について」をピック

アップし、掲載しました。 

好結果の要因として分析した視点は、３点あります。 

１点目は、教員同士での指導方法の工夫や改善に関する情報の共有がな

されていること 

２点目は、学校全体として、児童生徒の特徴を踏まえた目標設定を行い、

児童生徒へも伝えていること 

３点目は、「ふれ・スポ・とうべつ」による実技指導など、地域の教育

力を活用していること。 

これら３点を要因として捉え、記載しております。 

この体力テストに限ったことではありませんが、児童生徒自身が、自ら

の目標を自覚し、前向きに挑戦しようとする態度をはぐくむことが必要と

考えております。 

詳細につきましては、後ほど、当別町の結果報告書説明の際にご説明申

し上げます。 

北海道版報告書についての報告は、以上とさせていただきます。 

教育長 

 

ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

なければ、質疑を打ち切り、報告第２号は原案のとおり決定してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第２号は原案

のとおり承認致しました。 
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【日程第３】 

教育長 

 

日程第３、報告第３号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、報告第３号 臨時代理の報告につきまして、

提案の説明を申し上げます。 

議案書につきましては、６頁から７頁までとなっております。 

本件は、１月１９日開催の令和４年第１回当別町教育委員会定例会にお

きまして、議案第１号として上程、委員各位の決定をいただいております

令和３年度教育委員会表彰の被表彰者の選考及び決定について、追加があ

り、臨時に代理したので、委員会に報告するものであります。 

追加となった表彰者等について詳細は、７頁の臨時代理書に掲載のとお

りです。 

よろしく、ご審議をいただきまして、ご承認をお願いいたします。 

なお、詳細につきましては、学校教育課長から説明します。 

 

ご説明申し上げます。 

議案書では７頁をご高覧願います。 

内容につきましては、スポーツ功績賞で、個人で、分野はスキーになり

ます。 

石坂穣くんは西当別中学校３年で、１月１０日開催のＳＡＪ公認アルペ

ンユース競技会において、３位の成績を残しましたので、表彰規則、スポ

ーツ功績賞（１）の基準に基づき、被表彰者として追加決定させていただ

きました。 

よろしくお願いします。 

教育長  ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第３号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第３号は原案の

とおり承認致しました。 

【日程第４】 

教育長 

 

日程第４、報告第４号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 
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教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課参事 

 

（提案説明） 

只今、議題となりました報告第４号 令和３年度 全国体力・運動能力、

運動習慣等調査報告書の作成につきまして、提案の説明を申し上げます。

議案書につきましては、８頁と報告第４号関係資料として、別冊の報告書

となります。 

本件は、令和３年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査における当

別町の分析結果につきまして、報告書を作成しましたので、委員会の議決

を得ようとするものであります。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきましては、学校教育課参事から説明いたします。 

 

当別町版令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書につい

て、説明を申し上げます。 

実技に関する結果の概略につきましては、先ほど「北海道版結果報告書」

の中で説明させていただきましたので、その他 当別町児童生徒の特徴的

な内容について説明を申し上げます。 

別冊資料をご覧ください。 

１ページは、調査内容についてまとめています。 

２ページ以降、まずは、小学校５年生の調査結果についてです。 

２ページは、体格に関する結果です。中段の帯グラフから当別町におい

ては、女子児童について、肥満傾向児の割合がやや高いことを知ることが

できます。 

３ページは、実技の調査結果についてです。先ほど、実技の概略につい

ては説明をさせていただきましたが、中段にあります「総合評価」の帯グ

ラフをご覧ください。体力合計点は全国平均と同様の結果でしたが、Ａ～

Ｅ評定の分布に特徴が見られます。例えば、男子を見ますとＡ・Ｂ・Ｃ評

定の児童が多い傾向がありますが、Ｅ評定の児童も割合が高くなっていま

す。この分布を児童の特徴と捉え、指導や授業改善につなげていくことが

重要になると考えております。 

４ページから５ページは、過年度との比較になります。下段の折れ線グ

ラフ体力合計点の推移をご覧いただきたいと思います。年度により対象と

なる児童は異なりますので、当然数値にも変化があらわれますが、町とし

ても学校としても、いかに振れ幅を小さくするかを今後も重視していきた

いと考えます。 

６ページから８ページの結果から読み取れることは、運動を好意的に捉

えている児童が多いことややはり運動習慣が定着している児童ほど、体力

合計点が高い傾向にあることなどが明らかになっています。 

また、７ページの下段、体力テストに臨んだり、運動能力を高めるため
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に自分なりの目標を立てるということは、極めて重要な視点となりますの

で、現在 全国平均並みの数値をさらに高めることができるようにしてい

きたいと考えます。 

９ページは、生活習慣に関する設問についてです。ここから読み取るこ

とのできる特徴は、 

男子・女子ともに、朝食をしっかりと摂っていない児童が一定数いる。 

睡眠時間の短い男子児童の割合が高い。 

メディアに触れる時間が男女とも圧倒的に長い。 

学校での指導はもちろんのこと、家庭への啓発や連携し、基本的な生活

習慣を定着させることについては、今後も力を入れ、継続してゆく必要が

あると捉えています。 

１１ページから１２ページは、体育の授業に関することです。いずれの

項目においても、全国の平均値を上回るような結果となっています。この

中でも、一番下の設問になりますが、児童自身が自分の動きの質がよくな

っているという実感をすること、実感させるために振り返りの場面をつく

ることが、たいへん重要と考えます。今後も力を注いでいきたい内容のひ

とつです。 

１３ページは、自己有用感に関連する設問です。「失敗を恐れずに挑戦

してるか」という設問に対する回答は男女ともに前向きな回答が多いので

すが、「自分には、良いところがあると思うか」という設問では、極端に

女子の回答が低いものとなっています。体力に限定するものではなく、学

校生活全般に関係するものです。他者とのかかわりの中で有用感について

実感できるような活動を意図的に盛り込んでゆく必要があると捉えてい

ます。 

１５ページは感染症の影響に関してですが、男女ともに前向きな回答が

多くあり、その姿勢に感心させられます。 

続いて、中学校の結果についてです。 

１６ページは、体格に関する結果です。極端な肥満・痩身はなく、平均

的な体格の生徒が多い状況です。 

１７ページは、実技の調査結果についてです。小学校同様、中段にあり

ます「総合評価」の帯グラフをご覧ください。 

男子・女子ともに平均しますと全国平均を上回る結果となりますが、総

合評価を見ますと、男子では、Ａ評定が若干少なく、Ｂ評定が多い。Ｅ評

定の割合も高い特徴が見られます。女子は、Ａ評定が多く、Ｅ評定の生徒

は、いないという結果です。授業改善の根拠にもなるデータと考えます。 

１８ページから１９ページは、過年度との比較になります。下段の折れ

線グラフで、体力合計点の推移を見ますと、男子は例年並み、女子は大幅

な上昇が見られます。 
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効果的な指導方法や学校全体での取組みについては、学校間で共有し、

よりよい指導や体力テストの効果的活用につなげていきたいと考えます。 

２０ページから２２ページの結果からの特徴は、男子は運動を好意的に

捉えている一方で、女子の中には、「運動が嫌い・運動は大切とは思わな

い」という回答が一定数見られることです。学年が上がるにつれて、二極

化の傾向があることにも留意し、授業を構築してゆく必要があると考えま

す。 

２３ページから２４ページは、生活習慣に関する設問についてです。こ

こから読み取ることのできる特徴は、 

男女ともに朝食を摂っていない生徒が一定数いる。 

極端に睡眠時間の短い男子生徒が一定数いる。 

メディアに触れる時間が男女とも 圧倒的に長い。 

小学校同様に、学校での指導に留まることなく、基本的な生活習慣の定

着について、今後も繰り返し、家庭への啓発に努めてゆく必要があると考

えています。 

２５から２６ページは、体育の授業に関することです。概ね良い結果と

捉えています。一番下の設問、生徒自身が自分の動きの質がよくなってい

るという実感については、女子生徒４割が「あまり実感しない」「実感し

ない」と回答しています。先ほどの運動に対する意欲と関連するものと考

えます。振り返りを適切に設定し、生徒自身が変容の実感を持つことがで

きるようにすることを重視していく必要があります。 

２７ページから２８ページは、自己有用感に関連する設問です。概ね良

い傾向と捉えていますが、小学校同様、褒めたり、認めたりする機会の設

定と合わせて、自分のよさを実感できるような活動を意図的に盛り込んで

ゆく必要性について、引き続き学校へも指導をしていきたいと考えていま

す。 

２９ページは感染症の影響に関してですが、女子の回答を見ますと、感

染症の影響により、スポーツをする時間が減ったと回答している割合が高

くなっています。実技の結果では、大幅な低下は見られませんでしたが、

コロナ禍における運動機会の保障については、今後も感染症対策と合わせ

た形で留意しながら進めなければなりません。 

最後になりますが、３０ページには、これまでお話してきました内容を

包括的にまとめ「体力向上プラン」としています。また、別紙にてお配り

しましたが、今回、各学校での体力向上に関する具体的な取組を聞き取り

し、その結果をまとめております。 

この調査は、学校間の数値を比較するものではありませんが、好結果に

つながった効果的な指導方法や学校全体での取組みについては、ひとつの

学校に留めておくのではなく、町内全校で共有することが大切だと考えて
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おります。今後、働きかけをおこないたいと考えております。 

なお、ご承認いただきました後、学校へ通知することと併せて、町のＨ

Ｐでも公開させていただく予定です。 

以上で、当別町版の説明書に係る説明とさせていただきます。 

教育長 

 

小林委員 

 

 

学校教育課参事 

 

小林委員 

 

 

学校教育課参事 

 

 

小林委員 

 

 

 

 

学校教育課参事 

 

武岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 経年での体力合計点の推移が掲載されていますが、この部分の数値は、

５０ポイントを超えれば良い成績ということでしょうか。 

 

 ５０ポイントが全国平均となります。 

 

 毎年５０ポイントを取り、年度ごとの振れ幅を小さくすることが望まし

いという捉えでよろしいでしょうか。 

 

 当別町の体力向上プランでも、５０ポイント、すなわち全国平均を取る

ことを目標としています。 

 

 ３０ページの「体力向上プラン」の課題について、テレビやＤＶＤ、ゲ

ーム機、携帯電話、パソコンなどの画面を見ている時間が長いことは、毎

年のように指摘されていますが、保護者に時間を意識していただけるよ

う、具体的な時間を明記したほうがいいのではないかと思います。 

 

 ご意見ありがとうございます。 

 

 ９ページの「テレビやＤＶＤ、ゲーム機、スマートフォン、パソコンな

どの画面を見ている時間」についての質問ですが、当別町では、５時間以

上と答えている児童が全国平均より相当多いように感じます。 

生活面は、基本的には家庭で教育すべきことだと思いますが、当別中学

校の学校だよりでは、生活面でのきまりがはっきり示されていました。義

務教育学校でも続けていただければと思っています。生活習慣の乱れは、

学力・体力に影響します。対症療法的な対策かもしれませんが、健全な子

どもを育てるという観点から、町として、生活面でのきまりを定めるとい

うのも考えてみてはどうかと思います。とは言いながらも、コロナ禍で在

宅時間が多くなる状況では、画面を見る時間を減らすというのは難しいか

もしれません。コロナ禍が収束したら、社会教育課で実施している土曜教

室のように、家庭で、友達同士で継続して取り組めるものを教育委員会で

検討していただきたいです。 
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学校教育課参事 

 

 

 

武岡委員 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

武岡委員 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

寺田委員 

 

 

学校教育課参事 

 

小林委員 

 

教育長 

 

 

 校長会・教頭会で生活面での課題を話題にして、家庭への啓発の方法を

交流しあう、教育委員会としての方針を出すなど、具体的な取組について

は検討してまいります。 

 

 子どもたちの校外での活動の様子はいかがでしょうか。 

 

コロナ禍で満足に社会教育関連事業を行えない中ですが、感染状況が落

ち着いている時期に、三笠市の博物館見学を実施しました。例年、ボラン

ティアを募って百人一首大会を行っているのですが、コロナ禍で実施でき

ていない状況です。そのほかにも、実施できていない事業は複数あります

が、できそうなことを模索していきたいと考えております。 

 

 例えば、小中学生スキー大会などがあれば、練習しようというお子さん

が出るかもしれませんので、そのような企画を考えていただけるとありが

たいです。 

 

 スキー連盟によるスキー大会を例年開催しているところですが、コロナ

禍で中止している状況です。学校支援ボランティアの派遣や、学校支援ボ

ランティアによるスキー授業のサポートは、実施しております。 

 

 コロナ禍で、子どもたちの体力が全国的に低下している中、当別町の子

どもたちは体力を維持しているということでしょうか。 

 

 そのとおりです。 

 

 特に女子の結果が良いと見受けられます。 

 

 全国平均よりいいという結果は、これまでなかなかありませんでした。

今後においても、教育委員会・学校ともに、良かった点と改善点を共有し

ながら、体力向上の取組を進めていただきたいと思います。 

 他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第４号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第４号は原案の

とおり承認致しました。 

【日程第５】 

教育長 

 

日程第５、議案第１号を上程致します。 
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提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、議案第１号 当別町文化財の指定につきまし

て、提案の説明を申し上げます。議案書につきましては、９頁から１０頁 

までをご高覧ください。 

本件は、１月１９日開催の令和４年第１回当別町教育委員会定例会にお

いて、協議案第１号として提案、委員各位の了解をいただいておりますセ

イウチ科骨格化石について、当別町文化財調査審議会に対し、当別町文化

財指定の諮問がなされていたところです。 

令和４年２月３日付で、答申書が提出されましたので、当別町文化財保

護条例第４条の規定に基づき、委員会の議決を求めるものです。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきましては、社会教育課長から説明します。 

 

ご説明申し上げます。 

議案書につきましては、９頁から１０頁 までをご高覧ください。 

本件は１月１９日開催の令和４年第１回当別町教育委員会定例会にお

いて提案し、委員会での了解を頂きました、セイウチ科骨格化石について

の、当別町文化財調査審議会に対する当別町文化財指定の諮問につきまし

て、令和４年２月３日付で、答申書が提出されましたので、当別町文化財

保護条例第４条の規定に基づき、委員会の議決を求めるものです。 

１０頁の答申書にあります、文化財調査審議会からは、文化財に指定す

べきとの答申がなされました。なお、審議の過程におきましては、全会一

致で指定すべきと審議会での結論と至っております。 

また答申書の付帯意見としまして、名称については「トウベツアカマツ

セイウチ化石」とすることとの意見を受けております。こちらは、産出地

である「トウベツ」と研究時のリーダーであった「北海道開拓記念館の赤

松守雄博士」の名をとった名称として、既に北大総合博物館での展示にお

ける表記となされているところであります。 

なお、併せて町民周知についての意見もいただいております。 

本答申を踏まえ、文化財指定の決定について委員会の議決を求めるもの

であります。 

説明につきましては以上です。 

教育長 

 

小林委員 

ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 名称についての付帯意見は、このような名称にすべきという意味での意
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社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

見でしょうか。 

 

 名称について、当別町文化財調査審議会では当初「セイウチ科骨格化石」

という呼び方のみしておりましたが、北大総合博物館ではすでに「トウベ

ツアカマツセイウチ化石」という名称で展示されています。参考ですが、

産出地の当別川流域からとって「トウベツ」、研究時のリーダーであった

「北海道開拓記念館の赤松守雄博士」からとって「アカマツ」、学界では、

このような名称のつけ方が一般的となっています。名称も含めての審議会

での議決と捉えていただきたいと思います。 

 

 他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、議案第１号は原案のとおり決定してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、議案第１号は原案の

とおり決定致しました。 

【日程第６】 

教育長 

 

日程第６、協議案第１号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました、協議案第１号 当別町立とうべつ学園設置に

伴う関係条例の整理に関する条例制定につきまして、提案の説明を申し上

げます。議案書につきましては、１１頁から１３頁まで、別冊では、１頁

から７頁までとなっております。 

 本件は、当別町立とうべつ学園設置に伴い、関係条例の一部を改正する

ものであり、令和４年３月議会定例会に提出するにあたり、委員会の協議

を求めるものであります。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、学校教育課長から説明いたします。 

 

 ご説明申し上げます。 

 議案書では、１１頁から１３頁までをご高覧願います。内容につきまし

ては、定例会別冊の１頁から７頁の新旧対照表により、ご説明申し上げます。 

 学校教育課分としては、当別町学校給食センター条例の一部を改正する

もので、とうべつ学園設置に伴い、今までは、右側旧の第１条及び第９条

第１項第２号におきまして「当別町立小学校及び中学校」と表現しており
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ますが、義務教育学校が加わることから、小学校・中学校・義務教育学校

の３種をまとめた「当別町立学校」と改正するものであります。 

なお、社会教育課及び子ども未来課におきましても、とうべつ学園設置

に伴い、条文に『義務教育学校』を加えたり『当別小学校をとうべつ学園』

等を改正するものであります。 

 以上です。 

教育長 

 

小林委員 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

小林委員 

 

 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

学校教育課主幹 

 

 

 

教育長 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

  

 中小屋スキー場は、現在営業していないはずですが、なぜ条例を改正す

るのでしょうか。 

 

 中小屋スキー場は、現在諸事情により休止としておりますが、廃止され

ておりませんので、とうべつ学園開校に伴い、文言の整理を行った次第で

す。 

 

 学校給食センター条例の改正では「当別町立学校」としていますが、中

小屋スキー場条例の改正では「小学校、中学校又は義務教育学校」として

おり、文言が統一されていません。文言を統一する方が便利ではないでし

ょうか。 

 

 中小屋スキー場については、改正箇所の次の号で「高等学校の授業又は

学校行事を行うとき」とありますが、その条文の文言に合わせて「小学校、

中学校又は義務教育学校」としました。町立以外の学校が利用する場合も

ありますので、このような文言にしている次第です。 

 

 町長部局の総務課で改正文を精査した結果、このような文言になってお

ります。今後付随する規則の改正がありますので、その際は文言の整理に

ついて検討させていただきます。 

 

 総務課と協議したうえで作成した改正案ですので、ご了解いただければ

と思います。 

 他にありませんか。 

なければ、質疑を打ち切り、協議案第１号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第１号は原案

のとおり了解致しました。 
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【日程第７】 

教育長 

 

日程第７、協議案第２号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

 教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会教育課長 

 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、協議案第２号 当別町社会体育施設等に係る

指定管理者の指定につきまして、提案の説明を申し上げます。 

議案書につきましては、１４頁から１６頁まで、併せて、別紙資料をご

高覧ください。 

本件は、令和４年度からの３年間、社会体育施設の一部の管理を民間事

業者（「ふれスポ ｗｉｔｈ ＡＭＢ」）にしようとするものであります。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきましては、社会教育課長から説明いたします。 

 

ご説明申し上げます。 

議案書につきましては、１４頁から１６頁、併せまして別冊をご高覧く

ださい。 

本件は社会体育施設等、当別町総合体育館、白樺コミュニティーセンタ

ー、当別小学校水泳プールの指定管理につきまして、本年３月末で、２期

目の指定管理を終えることから、令和４年度から６年度の３か年の指定管

理の選定を行うもので、これまで２期の指定管理を行ってきました「ふれ

スポ ｗｉｔｈ ＡＭＢ」を指定管理者として指定して、引き続き施設の

運営管理に努めてまいりたいと考えております。 

構成団体の特定非営利活動法人「ふれ・スポ・とうべつ」は、町内にお

いてスポーツ文化の振興や町民の健康づくり、幅広い生涯学習・生涯スポ

ーツ分野関連事業を実施しております。第１期・第２期の施設運営で特筆

すべき点は、別冊中「３ 指定管理者開催事業実績（第２期）」に記載し

たとおり、独自での講座・教室の運営を行っていることです。これまで社

会教育課が実施していたものよりも幅広い講座運営でありまして、こちら

は特筆すべき点となっております。 

もう一つの構成団体「株式会社アンビックス」は、公共施設の管理運営

にノウハウを有する企業であります。 

以上のことから、現行の施設の指定管理について、第３期も継続して「ふ

れスポ ｗｉｔｈ ＡＭＢ」を指定管理者とすることを町議会に諮るた

め、教育委員会に協議案として上程いたします。 

説明につきましては以上です。 
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教育長 

 

佐々木委員 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

教育長 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 本町地区にある施設が指定管理対象となっていますが、太美町にある西

当別コミュニティーセンターなどは、町教委で管理しているのですか。 

 

 指定管理外の社会教育施設は、世紀会館、西当別コミュニティーセンタ

ーとなっております。指定管理の対象とする施設を追加するかについて

は、現在も議論を行っておりまして、これらの施設も指定管理にするとな

れば、ふれスポ以外の団体への委託も含めた中で、指定管理に係る枠組み

については、町財政部局と協議していきたいと考えております。 

 使用料収入が安定して見込めるのであれば、指定管理への移行も容易で

すが、現在、社会教育施設の使用人数が大きく減少している状況でして、

利用者減の現状を見ると、さらなる指定管理への移行は難しい状況です。  

施設再編については、町全体の施設管理の枠組みの中で検討してまいり

ますが、今後３年間については、現状と同じ体制で続けることとし、指定

管理３年間の中で、今後の枠組みを検討してまいりたいと考えておりま

す。 

指定管理期間については、道内では５年にしているところも多く、ふれ

スポと協議する中でも、安定した経営のためには５年がいいという意見が

出ましたが、当面は３年の期間の中で、指定管理の在り方を検討してまい

ります。 

  

 西当別コミュニティーセンターと世紀会館は、指定管理ではないという

ことでしょうか。 

 

 町教委の直営で、職員が受付や施設管理を行っている施設についても、

業務改善を進めております。西当別地区においても、独自の事業を行う可

能性があることから、指定管理への移行は検討を進めてまいります。 

 

他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、協議案第２号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第２号は原案

のとおり了解致しました。 

【日程第８】 

教育長 

 

日程第８、協議案第３号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 
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教育部長。 

 

 教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども未来課長 

 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、協議案第３号 当別町教育・保育施設補助金

交付規則の一部を改正する規則制定につきまして、提案の説明を申し上げ

ます。議案書につきましては、１７頁から２１頁、別冊では、８頁から

１２頁までとなっております。 

本件は、当別町教育・保育施設補助金交付規則に保育士等処遇改善臨時

特例事業を追加するため、所要の改正をしようとするものであります。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきましては、子ども未来課長から説明いたします。 

 

当別町教育・保育施設補助金交付規則の改正ですが、議案書の２１ペー

ジの太枠内、別冊１２ページをご覧ください。 

国の施策であります、保育士等処遇改善臨時特例事業を実施するため、

別表に本事業を加えるものです。 

事業内容は、保育士、幼稚園教諭の給与を令和４年２月から９，０００

円程度引き上げるため、国の全額負担で、その費用を認定こども園へ補助

を行うものであります。 

教育長 

 

教育長 

 

子ども未来課長 

 

佐々木委員 

 

 

子ども未来課長 

 

 

 

教育長 

 

子ども未来課長 

 

教育長 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

  

 ９，０００円は、１か月あたりの給与に加算される額ですか。 

  

そのとおりです。 

 

令和３年度予算とありますが、今年度予算が付くので、今年度中に各自

治体に交付するということですか。 

 

実際に交付されるのは令和４年度の予定ですが、国から交付金要領が通

知されておりませんので、通知があってから、補助を行うこととなります。 

  

 令和４年４月から適用されるということですか。 

 

 ３月定例議会で補正予算成立後に、２月分と３月分が交付されます。 

令和４年度分については、４月以降の交付となります。 

 

 令和４年の２月から対象ということです。 
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教育長  他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、協議案第３号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第３号は原案

のとおり了解致しました。 

【日程第９】 

教育長 

 

日程第９、協議案第４号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

 教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案の説明） 

只今、議題となりました、協議案第４号 令和３年度３月補正予算につ

きまして、提案の説明を申し上げます。議案書につきましては、２２頁か

ら２５頁までとなっております。 

本補正予算は、一般会計の歳入において、１，２９９万５千円を減額、

歳出におきまして、民生費２６５万１千円を増額し、教育費１，８９４万

５千円を減額しようとするものであります。 

よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

なお、詳細につきましては、学校教育課長、社会教育課長、子ども未来

課長から説明します。 

 

ご説明申し上げます。 

議案書では、２２頁から２４頁までをご高覧願います。 

内容につきましては、 別記『令和３年度３月補正予算概要説明書』に

より、ご説明申し上げます。 

初めに、２３頁の歳入 ２３款 町債 １項 町債 ５目 教育債 の

『一体型義務教育学校整備事業債』におきまして、１,４８０万円減額す

るものであります。 

これは、令和３年度に発注した「とうべつ学園の外構工事」について、

事業全体のスケジュールを調整した結果、外構工事を２か年に分けて発注

することとなったことから 次年度に繰り越した工事分の町債を減額す

るものであります。 

次に２４頁の歳出になります。 

９款 教育費 １項 教育総務費 ３目 教育振興費 の『教育情報シ

ステム運用保守業務委託』 におきまして、１１１万６千円、９款 教育

費 １項 教育総務費 ６目 施設費 の『当別中学校解体実施設計業務

委託』におきまして、１１７万円、同じく、６目 施設費 の『当別町一
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社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子ども未来課長 

 

体型義務教育学校外構工事』におきまして、１,８０５万円をそれぞれ減

額するものであります。これは、事業発注に伴う入札差金及び次年度に繰

り越しした事業費分となります。 

また、９款 教育費 ２項 小学校費 １目 学校管理費 におきまし

て、１３９万１千円を増額するものです。これは、西当別小学校の暖房に

使用する燃料費（チップ購入）に不足が生じたことによるものであります。 

学校教育課分については、以上です。 

 

引き続き、社会教育課所管分について、ご説明申し上げます。 

９款 教育費 ４項 社会教育費 １目 社会教育総務費 の講師謝

礼の７０万円減については、今年度実施予定としておりました、各種講座、

講習会等の中で新型コロナウイルス感染拡大時期に予定していた事業の

中止に係るものです。 

次に、５項 保健体育費 １目 保健体育総務費の社会体育施設等指定

管理料１４０万円の増については、緊急事態宣言等に係る施設の臨時休館

及び総合体育館をワクチン集団接種会場としたこと等により、使用料収入

の大幅な減少がありました。指定管理料は、使用料収入は指定管理者の収

入と想定し指定管理料を設定していることから、指定管理者より支援要望

を受けての対応として、減収分の補填とするものであります。 

次に、５項 保健体育費 ２目 プール運営費 燃料費の減３５万円、 

光熱水費 電気料の減 ３５万円ですが、これらはプールの緊急事態宣言

等による休館による影響で、施設での燃料、電気の使用実績が減となった

ことによるものです。 

社会教育課分合計で、歳出の減が１４０万円、歳入の減が１４０万円と

なっております。 

続きまして、債務負担行為についてです。当別町社会体育施設等の指定

管理料についてでございます。期間は令和３年度から令和６年度まで、金

額は１億４,０７９万円９千円です。 

本件は、複数年度に係る支出については、その期間に支出する限度額を

予め議会承認を得る必要があるため、来年４月１日から始まる３か年の事

業であることから、今年度内での決定が必要となるものであります。  

説明につきましては以上です。 

 

引き続き、子ども未来課所管分について、ご説明申し上げます。 

はじめに、２３ページの歳入ですが、１６款 国庫支出金 １項 国庫

負担金 １目 民生費国庫負担金 におきまして、保育施設等給付費負担

金２６万９千円の増は、町外の保育園の利用者の増加に伴う国庫負担金の

増額であります。 
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同款 ２項 国庫補助金 ２目 民生費国庫補助金 の保育士等処遇

改善臨時特例事業１２２万９千円及び放課後児童支援員等処遇改善臨時

特例事業１７万３千円は、町内認定こども園の保育士及び子どもプレイハ

ウス職員の処遇改善にかかる国庫補助であります。 

１７款 道支出金 １項 道負担 １目 民生費道負担金 保育施設

等給付費負担金１３万４千円の増は、国庫支出金同様に町外の保育園の利

用者の増加に伴う道負担金の増額であります。 

次に２４ページの歳出ですが、３款 民生費 ２項児童福祉費 ３目 

保育所費 の保育施設等広域利用委託料 ５３万９千円の増は、１月から

町外の保育園の利用者が２名増えたことによるものです。 

保育士等処遇改善臨時特例事業補助金 １２２万９千円は、町内認定こ

ども園へ保育士の処遇改善にかかる補助金であります。 

同項 ６目 子どもプレイハウス費 子どもプレイハウス指導業務委

託４１万３千円の増は、支援員の処遇改善を含め、委託料に不足が生じた

ため補正を行うものです。 

令和２年度子ども・子育て支援事業による交付金返納金４７万円は、昨

年度の放課後児童健全育成事業補助金の確定に伴い、計上しているもので

ございます。 

以上であります。 

教育長 

 

小林委員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教育長 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 『一体型義務教育学校整備事業債』の次年度繰越分を減額したとのこと

ですが、繰越ということは、次年度に戻ってくるということでしょうか。 

 

 今年度実施予定だった事業を次年度に繰越して行うことになりますの

で、繰越す部分の町債を減額し、減額した分を次年度の町債に上乗せする

こととなります。 

 

他にございませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、協議案第４号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第４号は原案

のとおり了解致しました。 

【日程第１０】 

教育長 

 

日程第１０、協議案第５号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 
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教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました、協議案第５号 令和４年度教育行政執行方針 

につきまして、提案の説明を申し上げます。議案書につきましては、２６

頁となっております。 

本件は、令和４年度教育行政執行方針を別冊のとおり決定しようとする

ものであります。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、概略につきましては、学校教育課長から説明します。 

 

 ご説明申し上げます。 

 議案書では、２６頁となりますが、別冊の協議案第５号関係資料、令和

４年度教育執行方針をご高覧願います。 

はじめに、１頁の『基本方針』になりますが、子ども達が生きていくこ

れからの時代は、予測困難な社会で、いまだ終息に至っていないコロナ禍

をもたらしたウイルスの出現など、未知なる脅威にさらされている社会で

もあります。 

そういった社会を生き抜き、持続可能な社会の担い手となる子ども達に

とって大切なことは、義務教育段階において「確かな学力（知）・豊かな

心（徳）・健やかな体（体）」をしっかり身につけ、次のステップに向か

うことと考えております。 

当別町は、５年間の小中一貫教育の実績により、子ども達の学力や体力、

人間性の向上等が顕在化してきております。今年度はさらなる成果のた

め、教育の質向上に取り組んでまいります。 

また、令和４年度は当別地区に一体型義務教育学校「とうべつ学園」が

開校します。今後の当別町教育をけん引する学校と位置付け、これまで積

み上げてきたノウハウをもとに発展させていく考えです。西当別地区の

「併設型一貫教育校」、当別地区の「一体型義務教育学校」二つのシステ

ムにより、子ども達一人ひとりに未来を生き抜く力をつけるべく取り組み

を進めてまいります。 

続いて、各課の『令和４年度予算に基づく主な施策』を申し上げます。 

はじめに、学校教育課の基本方針と主な施策についてです。２頁「基本

方針」を学びの連続性を踏まえた教育課程の編成・実施による「確かな学

力（知）・豊かな心（徳）・健やかな体（体）」の育成とし、重点目標を

併設型、一体型それぞれの一貫教育推進としております。「主な施策」と

して確かな学力の育成のために、『教科担任制の導入』『デジタル化の推

進』『外国語教育』『特別支援教育の充実』『独自教科「とうべつ未来学」
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の実施』と大きく５つの項目を掲げ、そのために必要な指導主事、学力推

進講師、ＡＬＴ、特別支援教育支援員、介助員、看護師を配置します。 

次に、豊かな心の育成のために、『いじめ防止対策、不登校対策の強化』 

『全教育活動を通じた、自他の命を大切にする教育活動への支援』と大き

く２つの項目を掲げ、そのために必要な指導主事、スクールソーシャルワ

ーカーの配置、町顧問弁護士、北海道のスクールカウンセラー派遣制度な

どの活用を進めます。 

次に、健やかな体の育成のためにも、『一校一実践や全学年の新体力テ

スト実施への支援』『おいしい給食の提供と食育指導の実施』と大きく２

つの項目を掲げ、そのために必要な各校体力向上プランへの指導やスポー

ツ推進委員、当別高校、北海道医療大学、日本体育大学、総合型地域スポ

ーツクラブなど外部機関との連携・協力を進めます。 

 また、その他、『新学習指導要領』の着実な実施、『教職員の働き方改

善に向けた取組』、学校の整備について進めてまいります。 

次に、子ども未来課の基本方針と主な施策についてですが、４頁「基本

方針」を子どもの健やかな成長のためにとし、重点目標を『子育て支援の

充実』『幼児教育・保育の充実』『発達支援センターの機能充実』として

おります。 

「主な施策」として、「子育て支援の充実」のために『民間委託による

子どもプレイハウスの機能向上』『児童虐待防止に係る関係機関との速や

かな連携』の２つの項目を掲げ、「幼児教育・保育の充実」のために『保

育士確保のための「保育士等就労支援事業」の拡充』『小学校への円滑な

入学のための幼保小接続プログラムの実施』の２つの項目を掲げ、「発達

支援センターの機能充実」のために『療育支援の質向上のための職員研修

の充実』『早期療育支援のための福祉部局との連携や情報共有』の２つの

項目を掲げ、取り組んでまいります。 

 また、その他『認定こども園が導入する国の事業「保育所等におけるＩ

ＣＴ化推進事業」の経費の一部補助』や『認定こども園が取り組む「新型

コロナウイルス感染症」の予防対策に対する支援として、衛生用品購入費

用を昨年に続き補助する事』など行ってまいります。 

次に、社会教育課の基本方針と主な施策についてですが、５頁「基本方

針」を『子ども達をはじめすべての町民が幸せを感じることのできる生涯

学習社会の実現』とし、重点目標を『生涯学習プログラムの充実』『児童

生徒支援の充実』『図書館機能の充実』としております。 

「主な施策」として「生涯学習プログラムの充実」のために『地域の教

育資源である当別高校、北海道医療大学、日本体育大学、総合型地域スポ

ーツクラブなどとの連携』『古文書解析など、当別歴史・文化プロジェク

トの充実』『ことぶき大学の講座多様化と多世代交流促進』の３つの項目
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を掲げ、「児童生徒支援の充実」のために『学校への講師派遣のための地

域人材の発掘』『放課後学習会、土曜教室、地域巡検の質の向上』『子ど

もたちのスポーツ・文化活動に対する支援』の３つの項目を掲げ、「図書

館機能の充実」のために『「子ども読書推進計画」による、子どもの読書

活動推進』『学校図書館活性化のための図書館司書による指導・助言』 『図

書館活性化のための主催事業の充実』の３つの項目を掲げ、それぞれ取り

組んでまいります。 

 また、その他『新たな図書館について、施設、設備、内容等の検討』『町

民の文化財についての関心や生涯学習に対する意欲を高めるため、文化財

の周知と保全、新たな指定』『年次整備計画に基づき、総合体育館屋上の

大規模改修』などに取り組んでまいります。 

当別町の子ども達、町民のため三課の協働体制をより強め、令和４年度

の施策を確実に実行し、成果を上げていく決意をまとめております。 

以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。 

教育長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

武岡委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

 

武岡委員 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 １ページ目は「基本方針」として、子どもたちが生きていく未来の社会

の在りようと、生きていく上で必要な資質能力を前段に掲げています。 

後段は今年の方針として、１人１台端末・デジタル教科書などＩＣＴを

活用した授業改善に努めていくのが１つ、両地区で行われる一貫教育を併

用しながら教育の質を高めていくのが２つ目です。 

２ページ以降については、まだ議決前ですが、令和４年度予算に基づく

施策を掲げております。 

 

 ３ページ目のスクールソーシャルワーカーの配置について、議案書２９

ページには謝礼とありますが、非常勤職員としての配置ということでしょ

うか。 

 

そのとおりです。常勤職員として任用するための予算を確保できません

でしたので、こちらからの依頼に応じてお越しいただき、お越しいただい

た時間分の謝礼を支出することとなります。 

年間で何時間分の予算を確保しておりますか。 

 

週１回、各学校にお越しいただく想定で積算し、年間１９２時間分の予

算を確保しております。 

 

江別市では、学校での対応が難しい案件が発生した際に、スクールソー

シャルワーカーが窓口となって対応しており、教職員の負担軽減につなが
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学校教育課参事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

学校教育課長 

 

教育長 

 

 

 

小林委員 

 

 

 

っていると伺っています。江別市の実態について、知りえる範囲でご教示

いただけますか。 

 

江別市では、市教委に３名のスクールソーシャルワーカーが常駐してい

ます。それぞれ担当する学校がありまして、対応が難しい事案が発生した

際には、スクールソーシャルワーカーに相談して解決にあたるという体制

が確立されています。 

３名のうち２名は、道教委のスクールソーシャルワーカーも兼務されて

いて、当別小学校にも来ていただき、事案の解決に尽力されています。お

子さんの家庭環境や発達の様子、成育歴などを総合的に判断し、学校から

はどうしても伝えにくいことがあれば、スクールソーシャルワーカーが家

庭にうまく伝えてくださいます。 

当別町では、要対協を必要に応じて開催し、関係機関がすべて集まり協

議する体制が確立されていますが、スクールソーシャルワーカーには、保

護者・学校・家庭の三方をつなぐ役割を担っていただいており、重宝する

存在です。 

 

 教育委員から、カウンセリングの充実やスクールカウンセラーの体制強

化について、予算要望しているところです。これらの人材は、学校にとっ

て非常にありがたい存在です。可能であれば、来年度、スクールソーシャ

ルワーカーを１名でも正式配置していただきたいと思います。 

社会福祉士や精神保健福祉士、臨床心理士の資格がなければできない職

であり、どうしても人材は限られますが、配置の有無で、教職員にかかる

負担が変わってきますし、教育委員会事務局にとっても、心強い存在だと

思いますので、この制度を活用していただきたいです。 

 

１９２時間を超過して要請する場合は、補正予算で対応となりますか。 

 

必要に応じて、補正対応いたします。 

 

対応困難な事案においては、顧問弁護士の存在も大きいと思います。法

律面のサポートがあると、とても心強いです。人材確保を含め、困難な事

案に対応するための体制整備を図っていきたいと思います。 

 

１ 学校教育の主な施策の（２）デジタル化の推進で、「学びを止めな

いためのオンラインやハイブリッド授業の実践と研究」とありますが、オ

ンライン授業は、各学校ですでに実践しているはずですので、「ハイブリ

ット授業の研究」とした方がいいかと思います。 
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教育長 

 

 

小林委員 

 

 

 

教育長 

 

寺田委員 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

オンライン授業については、実践を重ねているとはいえ、まだ研究途上

かと思います。 

 

オンライン授業を実施するための環境は、すでに整備されていますが、

ハイブリット授業がうまく実施できなければ、出席停止の児童生徒への指

導の際に、影響が出るかもしれません。 

 

オンラインに関する記述は、削除してもいいかもしれません。 

 

３ 社会教育の「その他の取り組み」（１）に「新たな図書館」とあり

ますが、具体的にどの点が新しいのか、説明願います。 

 

具体的に決まってはおりませんが、現在の図書館は完成形ではありませ

んので、図書館の新設に向け、施設・蔵書・運営体制などについて研究を

進めたいという意味で、新たな図書館としております。今から１０年ほど

前に、『図書館像検討委員会』において、図書館の在り方について検討い

たしましたが、当時から変化したことについて、検討してまいりたいと思

います。 

 

 他にありませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、協議案第５号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第５号は原案

のとおり了解致しました。 

【日程第１１】 

教育長 

 

日程第１１、協議案第６号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 

教育部長。 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました、協議案第６号 令和４年度当初予算につきま

して、提案の説明を申し上げます。議案書につきましては、２７頁から３３

頁までとなっております。 

 令和４年度の当初予算は、歳入の総額を １０億５，７４６万円、対前

年度比約５５％の減、総務費、民生費と教育費を合わせた、歳出の総額を

１９億８，８３１万７千円、対前年度比約４０％の減としております。 
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学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、令和４年度当別町一般会計予算総額 １３，５６７，５５６千円

に対する教育委員会関係予算 １，９８８，３１７千円 は、全体の約１４．

７％となっております。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、学校教育課長、社会教育課長、子ども未来

課長から説明します。  

 

ご説明申し上げます。 

 議案書では、２７頁から３３頁までとなります。 

はじめに、学校教育課所管分の令和４年度当初予算における主な事業で

すが、３１頁をご高覧願います。 

 『西当別小学校・中学校感染症対策事業』として、西当別小学校のトイ

レの洋式化及び玄関サッシの改修、西当別小学校及び中学校への網戸の設

置などのため、新規に４,２４０万円を計上しております。 

次に『小中一貫教育推進事業』として、児童生徒の更なる学力向上を目

指すため、学力向上推進講師報酬など、１,０７３万７千円を計上してお

ります。 

 次に『学校給食センター改修事業』として、機械設備及び厨房設備を計

画的に改修するため、３,０８７万７千円を計上しております。 

次に『当別町一体型義務教育学校建設事業』として、グラウンド整備な

どのため、７億７,９００万円を計上しております。 

次に『教育情報システム運用事業』として、児童生徒の学びに係る教育

系と教職員の事務に係る校務系のネットワークシステムに係る運用及び

保守管理のため、２,０７１万９千円を計上しております。 

続きまして、２８頁をご高覧願います。 

歳入の主な説明になりますが、１６款 国庫支出金 ２項 国庫補助金 

６目 教育費国庫補助金におきまして、一体型義務教育学校に係る「学校

施設環境改善交付金」として、２億７，２９９万９千円、２２款 諸収入 

４項 雑入 １目 雑入におきまして、「学校給食費」として５，２６５

万円、２３款 町債 １項 町債 ６目 教育債におきまして、「一体型

義務教育学校整備事業債」として、４億１，３６０万円計上しております。 

次に２９頁をご高覧願います。 

まずはじめに、予算科目の見直しについてですが、一貫校ができること

で科目の項に「義務教育学校費」を増やす必要がありますので、今まであ

りました「小学校費」「中学校費」と「義務教育学校費」の３つをまとめ

て「義務教育費」と一本化しました。 

歳出の主なものになりますが、２款 総務費 １項 総務費におきまし

て、４，３４０千円を計上しております。 
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社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４目 地方創生臨時交付金事業費におきまして、学校教育課分で西当

別小学校トイレ改修工事、西当別小学校児童玄関改修工事、西当別小学

校・西当別中学校網戸設置工事として４，２４０万円を計上しました。 

９款 教育費 １項 教育総務費におきまして、１０億５，０６１万９

千円計上しており、対前年比１６億２，２０３万９千円の減額、約６０．

６９％の減となっております。主な要因としては、一体型義務教育学校の

校舎完成による減です。 

その他、３目 教育振興費におきまして、スクールソーシャルワーカー

への謝礼を計上。４目 スクールバス運営費におきまして、とうべつ学園

建設に伴う遠距離児童生徒への対応による増。５目 学校給食費におきま

して、学校給食センター改修事業による増。６目 施設費におきまして、

当別町一体型義務教育学校建設関連経費として外構工事、解体工事、グラ

ウンド整備工事による増です。 

次に２項 義務教育費におきまして、２億８３９万８千円計上してお

り、対前年比８,１７６万円の増額、約１６４．５％の増となっておりま

す。主な要因としては、予算科目を見直ししたことによるものが大きいで

す。 

その他、１目 学校管理費におきまして、当別小学校に係る維持管理費

による増。２目 教育振興費におきまして、特に教育総務費で計上してい

た人件費と教育情報システム運用保守業務委託を移行した事による増。３

目 施設費におきまして、西当別小学校地下タンクライニング業務委託に

よる増です。 

学校教育課分については、以上です。 

 

 続きまして、社会教育課関係分です。 

歳入については平年と同等での計上としております。 

主なものとしては、１７款 道支出金 ２項 道補助金 ６目 教育費

道補助金 におきまして、２１１万６千円を計上しており、学校・家庭・

地域連携協力推進時事業として、水泳、スキーなどのボランティアのコー

ディネートをはじめとした学校授業支援、放課後学習会、英語学習、土曜

教室など、子どもたちの学びの底上げを図るための支援を継続して取り進

めます。 

歳出は３５２万７千円を計上しております。 

 続きまして、３０頁をご高覧ください。 

歳出も、昨年と同等の事業内容での計上としております。主な増額の要

因ですが、９款 教育費 ３項 社会教育費 ２目 社会教育施設費で、

２９７万１千円の増となっております、主な要因といたしましては、施設

の管理経費の増、燃料費の高騰、除雪経費の上昇などが理由です。 
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子ども未来課長 

４項 保健体育費 １目 保健体育費 社会体育施設等指定管理事業

で、４６９３万３千円を計上しております。こちらについては、指定管理

の更新時期にあたり、３か年での管理に係る諸経費、人件費等の上昇分と

して、２７６万９千円の増となっております。体力づくりによる健康増進、

スポーツを通じたまちづくりのため、指定管理者による施設運営及び多彩

なメニューの提供を進めてまいります。 

次に、３目 総合体育館費 総合体育館運営管理関連経費として、改修

に係る予算措置も含め、１億４０５７万３千円を計上しております。当別

町総合体育館は、平成元年の建築から３２年が経過しており、大規模改修

の実績がなく、老朽化が著しいため、改修工事を実施するものです。１億

２８１８万８千円増の主な要因でございます。 

 社会教育課分については、以上です。 

 

 続きまして、子ども未来課所管の当初予算における主な事業について 

ご説明いたします。 

 ３３頁をご高覧ください。３件の新規事業になります。 

 初めに、「保育所等におけるＩＣＴ化推進事業」として、９２万１千円

を計上しております。この事業は、保育士の負担軽減と保護者へ利便性を

高めるために認定こども園におけるＩＣＴ化にかかる費用の一部を補助

するものです。 

 次に、「保育士等確保対策就労支援給付金」として、９０万円を計上し

ております。この事業は、町の定住促進施策に子育て世帯の増加を見越し、

認定こども園での待機児童の発生を抑えるため、保育士の新規採用者に一

時金を給付し保育士の確保を行うものであります。 

次に「子どもプレイハウス運営業務委託」として、３，４４４万円を計

上しております。民間の有する優れたノウハウを取り入れ、質の高い事業

を実施するため、令和４年度から民間委託するものです。 

 続きまして、２８頁をご高覧ください。 

 歳入について、昨年と比べ大きく変化したものですが、１４款 分担金

及び負担金 ２項 負担金 １目 民生費負担金で、２，００６万６千円

を計上しており、前年比２０９万７千円の増額となっております。その要

因としましては、障害児給付費の増です。発達支援センターの利用数の増

加に伴い、発達支援センターにかかる国保連合会からの給付費障害児給付

費が増額したものであります。 

１６款 国庫支出金 ２項 国庫補助金 ２目 民生費国庫補助金に

おきまして、３，０８６万５千円を計上しており、前年度比 １，０３９

万６千円 の 増額となっております。その要因といたしまして、保育士等

処遇改善臨時特例事業の新設及び子ども・子育て支援交付金の補助基準額
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の増額によるものです。 

 次に、１７款 道支出金 ２項 道補助金 ２目 民生費道補助金にお

きまして、２，７３８万円を計上しており、前年度比 ４５２万６千円の

増額となっております。その要因といたしまして、子ども・子育て支援交

付金の補助基準額の増額によるものです。 

 次に、２９頁 を ご高覧下さい。 

 歳出になりますが、３款 民生費 １項 児童福祉費 ３目 保育所費

におきまして、３億７，０６２万９千円を計上しており、対前年度比 ２,

２３１万７千円 の増となっております。増額の主な理由といたしまして

は、認定こども園の利用数の２３６人増加に伴い、保育施設等給付費が１,

２０１万６千円の増。また、特別保育事業等補助金において、新規事業の

「保育所等におけるＩＣＴ化推進等事業」、「保育士等確保対策就労支援

給付金」、「保育士等処遇改善臨時特例事業」の実施によるものです。 

 次に、６目 子どもプレイハウス費におきまして、３，６５８万円を計

上しており、対前年度比 １，４３５万１千円の増となっております。増

額の主な理由といたしましては、プレイハウス運営の民間委託によるもの

です。 

 子ども未来課分については、以上です。 

教育長 

 

小林委員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林委員 

 

 

学校教育課長 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

  

 ２９ページのスクールバス運営費について、増額との説明でしたが、説

明書に記載された予算額は減額となっています。増額と減額のどちらが正

しいのでしょうか。 

 

 先ほど説明した部分については、前年度より増額しておりますが、スク

ールバス運営費の総額で見ますと、前年度より減額となっております。 

減額となった理由ですが、新型コロナウイルス感染症対策の見直しによ

るものです。感染症対策として、座席間の間隔を十分確保するため、大き

なバスの使用や増便を行っていたのですが、体調不良者の登校自粛やマス

ク着用、手指消毒など、日常的に行われる感染症対策が徹底されているこ

とを踏まえ、使用するバスやバスの増便による対策について精査した結

果、予算を削減することとしました。バスの見直しによる減額が大きかっ

たため、スクールバス運営費全体で減額となった次第です。 

 

 令和４年度から、部活動の在り方が変わりますが、関連する予算につい

て説明願います。 

 

 令和４年度から、拠点校方式による部活動が行われます。当別地区・西
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小林委員 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木委員 

 

 

社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

武岡委員 

 

 

 

学校教育課長 

当別地区で、それぞれ存在する部活動と存在しない部活動がありますが、

拠点校方式を導入すれば、部活動がない学校の子どもたちが、部活動があ

る学校で部活動に参加できるようになります。 

拠点校方式の導入にあたり、学校間の移動を支援するため、ふれあいバ

スの定期券代の補助を予算計上しましたが、予算折衝において、すべての

子どもたちが部活動に参加しているわけではないことから、受益者負担が

原則であるとの理由で、予算獲得には至りませんでした。 

とうべつ学園・西当別中学校の校長は、拠点校方式による部活動を進め

ていきたいとの思いですので、次年度についても、予算要求を継続したい

と考えております。 

  

社会教育分野における部活動関連予算について説明願います。 

  

 現在、文部科学省から、「地域部活動への移行」ということで、土曜日・

日曜日における部活動を学校から切り離そうという方針が出されていま

すが、社会教育課では、地域部活動への移行について、実証事業を行って

います。外部指導員を活用したり、部活動指導を希望する教員については、

地域部活動を請け負う企業に雇用され、兼業という形で指導したりするこ

ととなりますが、そうした一連の方策について、実証を行っているところ

です。実証事業の契約は、２月末までとなっております。実証事業の成果

については、追って報告いたします。 

 

今後については、各課ごとに取り組んでいくこととなりますか。あるい

は、両課で連携して取り組むこととなりますか。 

 

 両課の取り組みは、関連するものと認識しています。校長としては、人

数の減少で合同チームになっている状況や、土日の部活動の指導者を確保

しなければならないという状況から、各中学校区で一つのチームを維持す

ることが難しいのであれば、実施できる地区で一緒に活動しようという思

いです。送迎をどのようにするかは今後の課題ですが、実施方法について

模索してまいります。町としても、国や道の支援を求めていきたいと考え

ております。 

 

 教育委員から、予算に関する要望を提出しておりますが、要望の中から

実際に予算要求したものは何か、また、予算要求しなかったものが何かを

説明願います。 

 

 教育委員からいただいたご要望を取りまとめた資料を配布しておりま
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小林委員 

 

す。この資料では、ご要望について、予算要求の状況をまとめております。 

 人事配置に関する要望についてですが、学力向上推進講師の配置予算を

要求しました。財政当局からは、小中一貫教育推進において一定の効果が

あがったことから、廃止する方向で査定されましたが、担当課から、学校

現場における配置の必要性を説明し、要求していた国語講師の増員は叶わ

なかったものの、現状の４人配置を維持することはできました。国語の学

力向上に関する予算の確保は、今後も続けてまいります。 

カウンセリングの充実に関する要望については、スクールカウンセラー

を常駐させるための予算は確保できませんでしたが、週１回、１２か月分

派遣するための予算を確保しています。スクールソーシャルワーカーにつ

いても、同様の時間分の予算を確保しています。 

ＩＣＴ支援員や指導主事の増員についても予算要求しましたが、人件費

については、町の財政状況が厳しいため、予算化することはできませんで

した。学力向上に関連する予算についてですが、学力の底上げや英語力の

向上のためには、教職員研修など現状の予算を活用することがまず必要で

あると、財政当局から指摘されております。事業の見直しを進めたうえで、

次年度の予算計上を行いたいと思います。 

施設一体型の義務教育学校が、４月から開校します。運営する中で、現

状の併設型小中一貫教育との違いが出てくるものと思われます。令和５年

度に向けて、必要な施策を総合的に勘案して、予算要求を行います。 

部活動支援に関する予算についてですが、拠点校方式による部活動が令

和４年度から実施されます。子どもたちの移動支援については、予算化で

きませんでしたが、令和４年度において、課題やニーズを調査し、次年度

の予算要求を行います。 

発達支援センターへの専門職員の配置についてですが、現在２か月に１

回、診療支援実施の派遣を受けて、保護者対応に当たっています。言語聴

覚士のニーズが高まっていることから、子育て支援体制を強化するために

も、令和５年度予算の獲得につなげたいと考えております。 

その他、幼稚園や小・中学校の給食無償化でしたり、医療費の無償化で

したり、子育て世帯の移住促進に関する予算についても要望がありました

が、町の財政状況が厳しいことから、事業の必要性について慎重に審議し、

可能なことから始めていきたいと思います。 

いずれといたしましても、「魅力的な教育で人口増を目指す」というの

が、町長の公約ですので、学校と連携しながら、魅力的な教育を目指すた

め、予算確保に努めてまいります。 

 

ＩＣＴ授業のレベルアップのために、「ＩＴ専門職を配置し、苦手な児

童生徒教師をなくす」という要望をしたところ、ＩＣＴ支援員の配置は認
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教育長 

められなかったとのことですが、対応として「町ＩＣＴ推進課とタイアッ

プ」があげられております。事務局としては、ＩＣＴ授業のレベルアップ

に向け、人員が必要であるとの認識でしょうか。 

 

学校現場でも、「この機能を知っていれば便利」ということが多くある

ものと認識しております。ＩＣＴ機器の便利な活用方法を提案してくださ

るＩＣＴ支援員は、配置があればありがたい人材と認識しております。 

現在、町ＩＣＴ推進課とＮＴＴ東日本が、包括連携協定を結んでおりま

す。学校現場でどのような取組ができるかについて交流し、学校現場の課

題を踏まえ、どのような専門家を派遣して改善することができるか、どの

ようにして教職員の負担を軽減できるかなどについて、次年度検討を重ね

てまいります。 

 

町ＩＣＴ推進課とＮＴＴ東日本が包括連携協定を結んでいるとのこと

ですが、包括連携協定により、どのようなことが可能となりますか。役場

内の横のつながりを活かし、教育委員会事務局で学校からの要望を集約し

て、具体的な施策をＩＣＴ推進課に依頼するのはいかがでしょうか。 

 

 当別町では、令和３年度から、ＮＴＴ東日本から職員を派遣していただ

き、ＩＣＴ活用推進のために、様々なご提案をいただいているところです。  

教育委員会におけるＩＣＴ活用についても、よく意見聴取を受けており

ますし、当方からも様々なアイディアを提案しております。 

今後については、学校現場で何が必要とされているか、ＮＴＴ東日本が

どこまで補助することができるかなど、具体的な話に進展させたいと考え

ております。 

 

学校の管理職から、ＩＣＴ活用に長けた人材の配置について要望をいた

だいています。ぜひとも話を進めていただきたいです。 

 

他にありませんか。 

なければ、質疑を打ち切り、協議案第６号は原案のとおり了解してご異

議ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、協議案第６号は原案

のとおり了解致しました。 

【日程第１２】 

教育長 

 

日程第１２、報告第５号を上程致します。 

提案の説明を求めます。 
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子ども未来課長 

 

（提案の説明） 

 只今、議題となりました、追加議案報告第５号 当別町子どもプレイハ

ウス運営業務 委託業者の決定につきまして、提案の説明を申し上げます。 

議案書につきましては、追加議案書１頁から２頁をご高覧ください。 

 本件は、令和４年１月２４日開催の公募型プロポーザル審査会におい

て、委託業者をシダックス大新東ヒューマンサービス株式会社に決定   

しましたので、委員会に報告するものです。 

 よろしく、ご審議をいただきますよう、お願いいたします。 

 なお、詳細につきましては、子ども未来課長から説明いたします。 

 

追加議案書をご覧ください。 

１月２１日に、７名の審査委員により、当別町子どもプレイハウス運営

業務委託公募型プロポーザル審査を実施した結果、シダックス大新東ヒュ

ーマンサービス株式会社が最優秀事業者に決定し、２月１４日にこの業者

と見積合わせを行った結果、３,３８０万円で委託契約を締結いたしまし

たので、報告いたします。 

選定理由でございますが、シダックス社は、審査項目であります「児童

の育成支援」「特色ある取組」「安全・安心体制」「配慮が必要な児童の

支援体制」「指導体制」について、すべて他の参加業者より優れていたた

めです。 

次年度からは、シダックス社が、子どもプレイハウスの運営を行うこと

となります。 

説明は以上です。 

教育長 

 

教育長 

 

子ども未来課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 ただ今、提案説明がありましたが、何か、ご質問等はございますか。 

 

 シダックス社の実績について、説明していただけますか。 

 

 シダックス社は、全国のべ１，４５３か所の児童クラブ・放課後子ども

教室を運営しております。道内では、苫小牧市、小清水町、旭川市、沼田

町で、合わせて９３か所運営の児童クラブ・放課後子ども教室を運営して

おります。 

 

本件は、１年ごとに契約更新することとなります。更新のたびに、次の

契約に向けた評価が必要となります。委員の皆様にも、評価についてご相

談させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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前期が終わった時点で、利用者からアンケートを取ります。その時点で、

一定の評価が見えてくるものと思います。 

 

運営について、保護者が意見を述べることはできますか。 

 

運営の評価にあたってアンケートを実施します。アンケートで出てきた

意見を尊重しながら、運営を行ってまいります。 

 

現在のプレイハウスの運営についての要望を、委託業者は汲んでくださ

るでしょうか。 

 

近日中に、保護者向けの説明会をオンライン開催する予定です。説明会

でいただいた質問を尊重したいと考えています。 

 

利用者からいただいた要望を、町からの要望として、委託業者に活かし

ていただけることとなっていますか。 

 

業務委託の仕様書で、利用者からの要望を活かすようにすることが明記

されています。運営しながら修正が必要な箇所が随時出てくるものと思わ

れます。初めての取組ですので、慎重に事業を進めなければなりません。 

 

今回の業務委託では、これまで町営だったプレイハウスの運営内容を仕

様書としてまとめております。町として行ってほしいことを提示したうえ

で、業者がどこまで実施できるかを審査しました。これまで町で行ってき

た内容、今後取り組んでほしい内容は、業者に示しております。業務委託

とはなりましたが、町の手を離れたわけではありませんので、今後も子ど

も未来課と委託業者間で調整しながら、運営してまいります。 

 

 他にありませんか。 

 なければ、質疑を打ち切り、報告第５号は原案のとおり承認してご異議

ございませんか。 

 （「異議なし」の声） 

 異議なしと認め、委員全員の賛成を得ましたので、報告第５号は原案の

とおり承認致しました。 

【閉会の宣言】 

教育長 

 

以上で、本日の日程は、全て終了致しました。 

令和４年第２回当別町教育委員会定例会を閉会致します。 
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教育長 引き続き、事務局から報告・連絡等をお願いします。 

◆学校教育課長より説明 

○小・中学校の卒業式について 

○「とうべつ学園」引っ越し日程について 

○今季の降雪対応について 

○学校におけるコロナ感染状況について 

◆社会教育課長より説明 

○令和３年度 第２回学校訪問について 

  ○令和３年度 当別町少年の意見発表会の審査結果について 

 ◆子ども未来課長より説明 

  ○当別町子どもプレイハウス運営業務委託について 

教育長 次回の定例会の日程でありますが、令和４年３月２３日（水）午後２時

００分から、役場３階中会議室での開催を予定していますので、よろしく

お願いします。 

以上で、全てを終了させていただきます。お疲れ様でした。 

閉会 午後４時４９分 

 

 上記会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

          当別町教育委員会  教   育   長 

 

                    教育長職務代理者 

 


